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山田國廣著

『テルル化合物の恐るべき 10 大毒性』
福島第一原発事故で放出されたにも

かかわらず隠されていたテルルの正体

福島原発事故被害放射能毒・化学毒原因裁定を求める会
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「テルル化合物の恐るべき１０大毒性」の基本文献である２種類の報告書紹介（その１）

「テルルおよびその無機化合物（MAK Value Documentation,2006)」
以下のURLをクリックすると英文版が出てきます。

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/3527600418.mb1349480vere0022
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「テルル化合物の恐るべき１０大毒性」の基本文献である２種類の報告書紹介（その２）

「物質に関する基本的事項{11｝テルルおよびその化合物（環境省）」
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その１）⇒
「五感で感知できる化学毒性」
注1：原爆や原発を推進してきた権威筋は“放射能には味も臭いもないので感知できない”と説明して
きた。しかし、原爆や原発事故による住民証言から、急性原爆症を発症した被ばく住民はテルルの化学
毒性を五感で感知していた。
五感で感知 （その１）五感で毒性を感知できる化学特性

①味覚で感知する テルルのエアロゾルを吸引したり、テルル汚染物を経口摂取すると「金
属の味」がする」

②臭覚でテルルを感知
する

テルルのエアロゾルを吸引したり、テルル汚染物を経口摂取すると「ニ
ンニクの臭い（血の臭い）」がする

③視覚で感知する テルル（Te）が酸化して二酸化テルル（TeO2）なるとき発熱して青い光
を出す⇒（参照）次頁「世界の核分裂事大惨事後の二酸化テルル
（TeO2）による青い光映像特集

④温覚で感知する テルルが混入したプルームに入ると生暖かい空気、異様な雰囲気を感
じる

⑤皮膚刺激、触覚、痛覚 テルルエアロゾルに被毒すると、急激に日焼けしたような皮膚刺激，眼
や鼻や喉に刺激があるがある

⑥知覚で感知する テルルのエアロゾルを吸引したり、テルル汚染物を経口摂取すると「気
分が悪くなり嘔吐する」
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世界の核分裂事大惨事後の二酸化テルル
（TeO2）による青い光映像特集
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テルル化合物の恐るべき 10 大毒性（その１）⇒

「急性原爆症＋金属の味」
文献および実験条件 急性原爆症＋金属の味

国立環境研究所が発行し

ている「テルル及びその化

合物」には、テルルの急性

毒性について右のように書

かれています。

「テルルのエアロゾルは眼、気道を刺激して、肝臓、中枢神経に影響を

与えることがある。吸入すると嗜眠、口内乾燥、金属味、頭痛、ニンニク

臭、吐き気を生じ、経口摂取ではさらに腹痛、便秘、嘔吐を生じる。目に

入ると発赤、痛みを生じる」

誤って2gの亜テルル酸ナ

トリウムをカテーテルで注

入された２人の患者への影

響

チアノーゼ、嘔吐、混迷、意識喪失、腎臓痛が見られ4.5~6時間後に

死亡。

2人の剖検では頭頚部の顕著なチアノーゼ、皮下脂肪及び蓄積脂肪

の黄変下、筋肉の褐色化、膀胱及び尿管の黒変化、肺、肝臓、脾臓、

腎臓のうっ血が見られた。

4週間前のテルルに汚染

された肉片を小量摂取し

た37歳女性の症状

数時間後にニンニク臭が見られ、吐き気、嘔吐、口中の金属味、呼気

や汗や排せつ物に顕著なニンニク臭が見られた。

翌日には発熱し吐き気、嘔吐が続いた。2週間後には脱毛がみられ

た。

来院時の胃には点状出血があり胃粘膜に炎症が見られた。

8週間後には脱毛は止まったが、呼気のニンニク臭は消えなかたっ

た。
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以下の表はオークリッジ・レポートの「“広島原爆の黒い雨”遭遇者

における初期被ばく重度(major)の症状者数と比率（%）」から引用
注１：黒い雨による被ばく時の様子や被ばく影響に関して、大変重要な文献が1972年12月に発行され
ながらく放射能影響研究所（ABCCの後を引き継いだ日本の研究所）に眠っていた「ました。オークリッ
ジ国立研究所（ORNL）のテクニカルレポート（ORNL-TM-4017、1972年）：ANEXAMINATION
OF A-BOMB SUVIVORS EXPOSED TO FALLOUT RAIN ANDA COMPARI(放射能雨
に曝され原爆被ばく生存者の調査と類似対象者との比較)」です。
注２：以下の表の“重度の原爆症状”は６ページに紹介した「急性原爆症＋金属の味」と類似症状であっ
た。
注３：原爆投下から73年経った2018年8月5日、毎日新聞に「広島原爆“鉛のような味がした”エノ
ラ・ゲイ搭乗員証言」という見出しの記事が掲載されました。

重度の原爆症状 ⑧発症期間 発症者数 比率（％）

①口腔咽頭病変 ① 13 5.51

22~60日以内に発症 3 1.27

その他（無発症を含む） 220

②口内の痛み 21日以内に発症 10 4.24

22~60日以内に発症 2 0.85

その他（無発症を含む） 224

③歯肉痛 21日以内に発症 5 4.24

22~60日以内に発症 3 0.85

その他（無発症を含む） 228

④歯肉出血 21日以内に発症 11 4.66

22~60日以内に発症 4 1.69

その他（無発症を含む） 221

⑤紫斑 21日以内に発症 7 2.91

22~60日以内に発症 3 1.2

その他（無発症を含む） 226

⑥その他出血 21日以内に発症 1 0.42

22~60日以内に発症 0 0

その他（無発症を含む） 235

⑦非紫斑性出血 21日以内に発症 11 4.66

22~60日以内に発症 1 0

その他（無発症を含む） 224

⑧脱毛 軽度(1/4未満) 142 60.17

中度（1/4~3/4以下） 13 5.51

重度（3/4以上） 2 0.85

発症したが程度と発症時期不明 5 2.11

その他（無発症を含む） 74
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その３）⇒「ジメチルテ

ルルの半数致死量LD５０は青酸カリより毒性は強い」
注1：テルル化合物の化学構造により毒性に差がある。このような化学構造による毒性の
強弱はヒ素化合物についてもわかっている。
注２：テルル化合物の動物実験による半数致死量はジメチルテルルのラット経口摂取で
7.5mg/kgであり、これは青酸カリの10mg/kgより高い急性毒性である。

動物種と経路 テルル：Te の半数致死量

ラットの経口摂取 LD50は83mg/kg

ラットの吸飲摂取 LC50は2420mg/m3(4hr)以下

二酸化テルル：TeO2 の半数致死量

ラットの経口摂取 LD50は5000mg/kg以下

テルル酸： Te(OH)6の半数致死量

ウサギの経口摂取 LDＬoは56mg/kg

ジメチルテルル：Te(CH3)2の半数致死量

ラットの経口摂取 LD50は7.5mg/kg

ラットの吸飲摂取 LD50は116.6mg/m3以下
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その４）⇒多種の臓器

に分配そして蓄積される代謝毒性
テルルの代謝毒性に関する基本文献（１）国立環境研究所がネットで公表している「テルルおよびその

化合物」より

テルルの代謝実験 テルルの体内動態・代謝と吸引摂取・経口摂取後の分配
と蓄積

ラットにTe-127m(半
減期109日)でラベル
した亜テルル酸0.05μ
ｇTeを強制的経口投
与又は腹腔内投与した
結果

投与量の10.2～15.5％が消化管から吸収された。胎内組
織の放射活性は1～2時間後に平衡状態に達し、胎内放
射活性の約10％は腎臓、約5％が血液（90％以上が赤血
球）、2％が肝臓、大腿骨にあり、200日後にも体内放射活
性の約19％が大腿骨、約5％が腎臓、約1％が血液、肝臓
にあった。

テルル化合物の恐るべき10大毒性（その５）⇒テ
ルルは甲状腺に蓄積し安定ヨウ素を減少させてヨ
ウド欠乏症を起こし甲状腺がん、甲状腺機能低下
症、甲状腺結節増大をもたらす
①論文の題名「セレンとテルルの効果、セレン含有酵素グルタチオン・ペルオキシターゼの活性、Ⅰ型ヨ

ードチロニン脱ヨウ素酵素、微量元素甲状腺レベル、そしてラットにおける甲状腺ホルモンの状態」：

②論文掲載雑誌名：Biological Trace Element Reserch,Vol116,2007。

③著者：チェコスロバキア共和国のチャールズ大学医学部の研究者のVLADISLAVTOPOCAN

他著：

④論文の入手法：https://pubmed.ncbi.nlm.gov DOI:10.1007/BF02989087

⑤論文の結論：「テルルは甲状腺の中に蓄積する。テルル単独、テルルとセレン、亜鉛との組み合わせの

汚染水を与えられたラットの甲状腺の安定ヨウ素は、汚染されていない水を与えられた対象の雄ラットの

ヨウ素量に比べて６５～７０%に減少した」。

論文の概要要約

「テルルとセレンは化学的に同族(16族)に属している。セレンは甲状腺の機能と密接に関連している必

須元素である。テルルは工業プロセスにおいて消費量が増えている。テルルの生殖活性、とくに細胞組

織内のセレン含有成分との科が相互作用についえては、ほとんどわかっていない。 中略・・テルルは甲

状腺の中に蓄積する。テルル単独、テルルとセレン、亜鉛との組み合わせの汚染水を与えたラットの甲状

腺の要素は、汚染されていない水を与えられた対象の雌ラットの要素量に比べて65％～70%に減少し

た」。論文には、実験結果の表が掲載されていた。その表から読み取れる重要な事実を2点以下に示す。
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甲状腺機能に対するSe（セレン）とTe（テルル）の効果
表３：非汚染水（対象）と汚染水を与えられたラットの甲状腺におけるTe（テルル）,Se（セ
レン）,Zn（亜鉛）およびヨウ素の蓄積
表３からわかる重要事項：
①汚染されていない水を与えられた対象ラットのTe蓄積量は検出限界以下で、安定ヨ
ウ素は446μg/gである。
②テルル化合物汚染水を与えられたラットのTe蓄積量は0.78μg/g と汚染水ラットの
中で最大の蓄積量であった。
③テルル化合物汚染水を与えられたラットの安定ヨウ素蓄積量は284μg/g と、非汚染
水ラットの蓄積量より0.64倍になり162μg/g減少した。
④テルル化合物汚染水を与えられたラットの安定ヨウ素蓄積量は284μg/gは、汚染水
ラットの安定ヨウ素蓄積量の中では最小値である。
⑤Seは脱ヨード酵素ととして知られているSe含有酵素により甲状腺ホルモン循環に重
要な役割を果たしており、汚染水をTe+Seとテルルとセレンの混合汚染水にした場合、
甲状腺へのTe蓄積量は0.51μg/g、安定ヨウ素蓄積量は318μg/g とTe単独汚染
の場合に比べて”セレンはテルルの甲状腺への蓄積量を減少させ、安定ヨウ素の蓄積
量をテルル単独汚染の場合より増加させる“
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その６）⇒テルル化合
物は鼻腔のキーゼルバッハ部位を刺激して粘膜を破壊し鼻
血を起こす
注： テルルのエアロゾルは、眼、気道を刺激して金属味、ニンニク臭、口内乾燥、頭痛、

吐き気を生じる。カナダの精錬所でテルルに暴露された労働者40人の調査では、鼻や

目の刺激があった。鼻血が出やすい部位は、以下の図に示す鼻腔入り口部1㎝~1.5㎝

のところにあるキーゼルバッハ部位である。そこは血管の表面がほとんふぉ保護されてい

ないため、わずかな傷で簡単に鼻血が出る。毒物テルルは鼻、眼、皮膚に強い刺激性が

あり、鼻血の原因になる。子供は鼻血を出しやすいのは①鼻の粘膜が薄く血管が細い②

刺激を受けるとよく鼻をほじくる③のぼせやすい、という3つの理由による。福島第一原発

故後、福島県だけでなく東日本の広域で、子供たちの鼻血が大問題になっていた。鼻血

は典型的なテルル刺激毒による影響であり、急性原爆症候群に1種である。
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その７） ⇒
テルルは末梢神経のミエリン脱髄をおこし、後肢
麻痺、間接痛、慢性疲労などを起こす
テルルの神経毒実験 テルルは末梢神経のミエリン脱髄を起こす

雄雌ラット122匹（対照
群72匹）を1群として
0％、1.25％の濃度で餌
にテルルを添加して15
日齢から35日間投与し
た結果

1.25％群では後肢の麻痺が現れたが6日後には消失傾
向になった。坐骨神経では1日後から節性脱髄、2日後
から神経シュワン細胞の細胞質でテルルの蓄積がみられ
るようになった。腕神経叢でも脱髄がみられたが、11日後
には再生ミエリンがみられるようになった。1.25％群では
運動神経伝達速度は120日後まで一貫して低かった。
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「神経病のテルル・モデルにおける座骨神経の組織細胞学と核磁

気共鳴による解析」：論文の題名と要旨
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福島県飯舘村・細川牧場における馬の連続死の主要原因は、死亡

する前に後肢が麻痺して座屈し歩けなくなる症状を起こしていたが、

これは典型的な末梢神経の脱髄による障害症状であった。
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その８） ⇒
テルル化合物は新生児の先天奇形性（発生毒性）
と母体の産褥期障害（生殖生毒性）を同時に起こす
テルル化合物の動物実験による生殖・発生毒性

100匹を超えるラットに
0.05,0.125,0.25％の濃度で
テルルを餌に添加して妊娠期
に投与した結果

0.05％群ではごく一部の母ラットに水頭症の仔が
出産しただけであったが、0.25％群では100％、
0.125％群では60~90％が水頭症であった。

ラット雌13～14匹を一群とし
て0.3%の濃度でテルルを餌に
添加して妊娠期を通して投与し
た結果

出産した24匹中20匹（83.3％）で仔のすべて
が水頭症であった。また仔の13％が死産であり、
3日齢、10日齢、1年齢の生存率は76％,26％、
19％であった。

ラット13～14匹を一群として、
メトセル水溶液に添加したテル
ル1000mgTe/kg/day以上
の群の結果

母ラットの体重増加の抑制、胎仔の低体重に有
意に差が見られ、水頭症や尾、足の奇形が胎仔に
みられた。餌に559mgTe/kg/day以上の群で
母ラットの体重減少、胎仔の低体重、奇形等がみ
られ混餌投与で影響は強く現れた。

ラット２４匹を１群として0~1.5%
の濃度でテルルを餌に添加し
て妊娠６日から１５日まで強セリ
投与した結果

0.3%以上の群で痩せ、分娩前の膣出血、活動低
下がみられ、痩せ及び膣出血の発生率は1.5%群
で有意に高かった。胎仔では0.3%以上の群で奇
形（主に水頭症）及び変異（推骨や肋骨の骨化遅
延）の発生率と低体重に有意な差を認めた。自然
分娩させた仔では、1.5%群で7日間生存率の有
意な低下、側脳室拡張に有意な増加を認めた。

ウサギ17匹を1群として、
0~0.525%濃度でテルルを餌
に添加して妊娠6日から妊娠
18日まで強制投与した結果

0.175%以上の群で体重増加の有意な抑制と摂
餌量の有意な減少、軟便、脱毛、痩せ、活動低下
の発生率に有意な増加が認められた。また胎仔
では0.525%群で低体重、奇形や変異の発生率
に増加がみられた。

5匹の妊娠ラットに
TeO2-500μモル/kgの餌を
19日投与した

母体の体重減少が起り、100％の胎児に水頭症、
浮腫、眼球突出、眼出血、臍ヘルニア、停留精巣、
腎臓サイズ減少がみられた。テルルは母体毒性と
胎児の催奇形性の両方を誘発した。
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こどもがあぶない⇒先天奇形の広域・多数発生の典型
事例が低体重出生であった
福島第一原発事故後、東日本12県の新生児先天奇形：妊娠期間短縮による低体重出
生が急増していた。
2010年度（事故前）診療数と比較した2017年度の過剰相対倍率が２倍を超えるのは
福島県、茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、宮城県、新潟県あった。
東日本12県の総合評価は2.8倍の「重大な影響有」であった。
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テルルの代表的な先天奇形性による東日本１２県の
DPC登録病院において原発事故後の水頭症が急増
していた
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記録映画チェルノブイリハートの出てくる「水頭症の子
供を抱く母親」
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その９） ⇒テル
ル化合物の遺伝子障害性
遺伝子障害実験 テルル化合物の遺伝子障害性に関する知見

①遺伝子障害に関す
る知見（invitro試
験系）

亜テルル酸ナトリウム（(Na2TeO3)、テルル酸ナトリウム
(Na2TeO4)は代謝活性化系（S9）無添加のネズミチフス菌
で遺伝子突然変異性を誘発した。

②遺伝子障害に関す
る知見（invitro試
験系）

S9無添加の二酸化テルル(TeO2)、テルル酸ナトリウム
(Na2TeO4)は大腸菌でDNA障害を誘発した。S9無添加
の塩化テルル、亜テルル酸、メタテルル酸ナトリウムは枯草
菌でDNA障害を誘発した。

③遺伝子障害に関す
る知見

S9無添加のテルル酸アンモニウム(NH4)6TeO6は
0.03gTe/mlの用量でヒト白血球の染色体切断を誘発し
た。

②遺伝子障害に関す
る知見

ヒトリンパ球に小核を誘発するため6つの金属が検討され、
そのうちの一つがテルル酸ナトリウム(Na2TeO4)であった。
二人の若い禁煙男性ドナーの血は全ての金属化合物に使
用され、そのうちテルル酸ナトリウムを含む5種類の金属化
合物は、少なくとも1回の用量(0.02~2.0gTe/mL)で対象と
比較して小核の統計的有意な誘発をした。
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福島第一原発事故後、東日本12都県における甲状腺悪性腫瘍（がん）の①DPC登録
診療数、②過剰絶対診療数 ③過剰相対診療数倍率が急増していた。
注１：東日本１２県全てにおいて201７年度の過剰相対倍率は1.5倍を超え重大な影響
有になっていた。

注２：カッコ内緑色数値は原発事故により増価した過剰絶対増加数である。
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テルル化合物の恐るべき10大毒性（その１０） ⇒
原発の原子炉内には安定テルル
（Te-128,Te-130）と放射性テルル（Ｔ
e-127,Te-127m,Te-129,Te-131,Te-131m,T
e-132)が大量に堆積
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しており、原発事故で放出された。

テルル読本No.1 『テルル化合物の恐るべき10大毒性』
福島第一原発事故で放出されたにもかかわらず隠されていたテルルの正体
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